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中年期 の 自我 同 一 性 に 関す る研究

岡　本　祐 　子 ＊

ASTUDY 　 ON 　 EGO 　 IDENTITY 　 IN　 MIDDLE 　 AGE

Yuko 　 OKAMOTO

　　The 　 purposes 　 of 　this　 s加 dy 　 were 　 to　 clarify 　the　 charac 七eristics 　 of 　psychological 　 changes

in　 mjddle 　 age 　 from 　 the　 viewpoints 　 of 　 eight 　 stages 　 of 　 ego 　identity　in　Erikson ’

s　Epigenetic

Scheme 〔1950），　 and 　to 　 specify 　 the 　 reconfirmation 　 I）rocess 　 of 　 ego 　identity　 and 　 identity

status 、　 Method ： asentence 　 complet 三〇 n　 test （SCT ） was 　 carried 　out 　 by 　49　subjects

between 　 40　 and 　 56　years 　old ，　 and 　 an 量nterview 　 was 　 done 　 to　 220f 　 them ．　 Results　 l （1）

There 　 were 　 positive 　 and 　 negative 　 aspects 　in　the 　psychological 　 changes 　 in　 middle 　 age ．

（2）The 　process　 of 　 ego 　identitY　 reconfirma 七ion　 in　 middle 　 age 　 had 　 the 　 foUDwing 　 four

stages ： a ）The 　 crisis 　period　 with 　the 　 awareness 　 of 　the 　changes 　of 　 so 皿 atic 　 sensation ； b）
The 　 period　 of 　the 　 psychological 　 moratorium ； c＞The 　period　of 　modification 　or 　 tumabout

of 　the 　 llfe　track ； and 　 d） The 　 period　 of 　 ego 三dentity　 recon 缸rmed ．  Four　 Identity

Statuses　were 　specified 　 by　 the　analysis 　 from　the　 viewpoint 　 of 　 Marcia （1964）
’
s　identity

status ．　 These 　 findings　 suggested 　that　 middle 　 age 　was 　 one 　of 　the　transltional　 pedod 　in
life　 cycle 　 playing 　 an 　 important 　 role 　 for　identity　 achievement ，

　　 Key 　 word ＄； adult 　development ，　 identity　crisis，　 identity　status ，　 identity 肥 confirmation

process ，　middle 　 age ．

問題お よび 目的

　 人 問 の 精神発達 を ラ イ フ サ イ ク ル 全般 に わ た っ て と ら

え よ うとす る 成入 期 の 発 達 ：こ 関す る 研 究 は ，近年急速 に

増加 しっ っ あ る。精神分析的 自我心理学 の 領域 に お い て

は ，Erlks 。 n （1950） の 提 出 し た 人 格 発 達 分 化 の 図 式 ，

Epigenetic 　Scheme が そ の 理 論的基礎 を与 え る もの と な

っ た。こ の 図式 に よ っ て ErikSon は ，入間生涯全般 に わ

た る 心理 ・社会的発達段階 を明確化 し t 成人期に お い て

も発達的 な危機が あ る こ と を示 して い る。こ れ ま で 成人

期 は ，発達的 な 方向性 を持 っ た もの と は 見 な され ず，成

人 期 に お こ る 心理的変 化や 危機的 な現象に 対 し て は，そ

の 時 々 の 状況に応 じた解釈が な され て き た 。そ れ に対し

て ，成 人 期 に も 発 達的 な 方 向性 と そ れ に 対 応 した 危機 が

あ る こ と を示 し た 点 は ，Erikson の す ぐれ た 洞察 の 1 つ
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で あ る 。

　 Erikson （1950） に ょれ ば ， 自我同
一

性 の 獲得 は ， 青

年後期 の 課題 で あ る 。 し か し ， 個 々 人 の 自我同
一

性 は ，

青年期 以 降 も さ ま ざま な心 理 ・社会的変化 を契機 に 問 い

直さ れ，再吟味さ れ て ，さ らに成熟 して い くもの で あ ろ

う と 考え られ る 。ま た，成人 期に み られ る 発達的危機期

に お こ る 心理的変化 は ，自我 同
一

性 の 成熟 に 重要 な意味

をもつ と思 わ れ る 。 と こ ろ が ， 青年期 に 獲得 され た 自我

同
一

性 が，以 後 どの よ う に 変 化 す る の か ，あ る い は 変化

し ない の か と い う問題 は，い ま だ 未踏 の 領域 で あ IJ
， わ

ず か に ，
Donovan （1975　a，　 b），　 Marcia （1976）らの 青年

期の 同
一

性 ス テ イ タ ス 研 究 に よ っ て ， 問題 提起 な い し は

示 唆さ れ て い る に すぎ な い 。

　 と こ ろ で ，一般 に 中年期は ，生 物学的に も社会的 ・心

理学的 に も， また家族 サイ ク ル の 側面 に お い て も変化 の

多 い 時期 で あ る 。 身体的 に は ， 体力 の 衰 えを感 じ始 め ，

職業的 に は 自分 の 能 力 や 地 位 の 拡大 に 限界 が 見 え 始 め る

時 で あ り， 若 い 頃設定 し た自分 の 人生 の 夢と そ の 達成度
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を改め て問 い 直す時で もあ る 。多くの 家庭 で は，子 供達

は 青年期 に 達 し 自立 し よ うと し て い る 。 し か し ， 中年期

に お こ る さま ざまな変化 に 関 し て 組織的 に 行 わ れ た実証

的研究 は 少 な く，中年期 の と らえ方 に は ，こ の 時期 を比較

的 ス トレ ス の 少 な い 平穏 な時期 で あ る とす る 「平穏説 」

（Neugarten ，1968 ；Lowenthal ，1972 ；Livson ，1976）

と， 人生 の 中 で危機的 な転換期 で あ る とい う 「危 機説 」

（Jaques，ユ965 ； Sheehy，1974 ； Levinson，1974，　19　78；

Lione 】ls ＆ Ma 皿 ，1974 ； Rosenberg ， 1976＞ の
一

見，

相矛 盾す る よ うに 思 わ れ る 2 つ の 立場が 見 られ る。

　本研究は ，中年期 の 心 理 的変化 の 内容 と プ V セ ス を．

自我同
一

性 の 視 点か ら考察 し た もの で あ る 。 本研究 は ，

以 下 の 3 点 を 目的 と し て 行 わ れ た。

　 1．　 中年期 の 心理的変化 の 特徴 を，
Erikson （195  ） の

図式 に示 され た 心理 ・社会的課 題 （基 本 的 信 頼 感 ，自律

性，自主 性，勤 勉 性，自我 同一・性，親 密性 ，生 産 性，自

我 の 統 合 ） の 観点か ら明確化 す る 。

　2・　 中年期の 心 理的変化 を，中年期に お け る 自我同
一

性展開 の プ ロ セ ス と し て 縦断的に考察す る。

　 3． 1．2．で み られ た 状態像 を 自我同
一
牲 ス テ イ タ ス の

視点か ら分析す る こ とに よ り．個 々 の 被調査者間に見ら

れ た相違に つ い て 検討す る 。

　 まず ， 子備調査 に よ っ て ， 中年 期 の 心理的変化 の 概要

を把握 した 。次 に こ れ を基 盤 に，本 調 査 で は 個 人 面接 を

行 い ，上記の 3点に焦点化し さ らに分析，検討 を加 え た 。

予 備 調 査

　 目　 的

　 中年期 の 心 理 的変 化 の 特徴 の 概要 を把握 し，本 調 査 の

対象者 を選択す る 。

1
方　法

　G）被調査者

　1．研究者 （大 学 教 官）， 2．会社員，3．事務系公務員，

4．高校教員，5．看護婦，6・主 婦 の 6 職業群 に 属 す る40〜

56歳 の 男女49名 （男 性 31 名 ， 女性 18名 ， 平均干齢47・　3

議 ）．第 5群 の 看 護婦 群 は，就労 し て い る既婚女性 とい

う意 図 で 設け ， 第 6 群 の 専業主婦群と の 比較 を試み た 。

　   手続

　   以下 の 内容 か らな る 文章完成法 〔SCT ）39項 目 。 こ

れ は ，時間的展望，家族，仕事，自分の 人 生 な ど，Eri−

kson の 図式 に示 され た 心 理 ・社会的課題や危機 の 諸倶1［

面 に 焦 点化 し た 26項 月，お よ び 中年期 の 心 理 的特徴 が現

わ れ やす い と考 えられ る 13項 目 （例．「40歳 に な った 時 ，

私 は 」，「彩 が 自分 の 年齢を意識 す る の は ！） 「年 を と る に

つ れ て 」，「私 の
一

生 の う ち で 今 は 」，「子 供 が 独 立 す る

と」，「私 は 自分 の 一生 をふ り返 っ て み て 」 な ど ） か らな

る 。   身体的精神的自覚症 をた ずね る二 者選択式 の 質問

128 項目。 こ れ は ， Cornell　Medicai　lndex （CMI ） よ

り，中年期以降 に 関連 の 深 い 125 項 目 を選 択 し，3 項 日

を筆者が追加 し た。これ は ，被調査者 の 身体的精神的健

康度をお さ え る こ とを意図 し，補 助資料 をし て 用 い た 。

　 質問紙 は 郵送 に よ っ て 配布 回 収 され ，回収率 は 98．0％

で あ っ た。

　 結 果 と 考察

　 SCT に 対 す る反応 は，以 下 の 覯点 か ら内容分析 を行

っ た。中年期の 心 理 的特微 に 関す る SCT 　 13項 目は， 

40代 を迎 えた 時 の 意識   自分 の 年齢に 対す る 意識 と そ

の 契機 ，   現在の ライ フ ス テ
ージ こ 対 す る 意識 の 3 点 に

っ い て 分析し た 。Erikson の 心理 ・社会的課題や危機 の

諸側面 に 関す る項 目は ， 各項 目別 に 特徴を分析 した 。

　   中年期 に 対す る 意識

　 40代を中心 とする中年期に 対す る意 識は ， sorr　r40歳

に な っ た時， 私は 」，「私の
一

生 の うちで 今 は 」 に対す る

反 応 に最も顕著 に 現 わ れ て い た 。

　 40代 を迎えた時 の 意識 に 関 す る 特徴 は，TABLE 　1 に示

した 。TABLE 　 1 に 示 した とお り，「（40 歳 に な った 時 私

は ） こ れ か らや る ぞとい う気持 ち だ っ た 。」「人 生半ば

だ 。 が ん ば らな けれ ば と思 っ た 。」 な ど，生産的，活力

的 自覚 を感 じ さ せ る も の が ，被調 査 者 の 24．5％ を占 め て

い た 。 し か し，「こ れ か ら だ と思 っ た が す ぐに だ め な こ

とを知 ら され た 。」 「は じめ て 生命の 限界 を知 っ た 。」 と

い う限界感 の 認 識 （10．2％ ），や 「人 生 の 折 り返 し 点 を感

じ た。」 「老 後 の 生 活 に向か っ て 歩 き始 め た 。」 と い うラ

イ フ サ イ ク ル の 上 で の 転換期 の 認識（12・2％），職業的，精

神的な 転換 （8．2％〉， さらに 自分 の 再認識 （4．1％）など，

改め て ，自分 を問 い 直 し ， 生 き方 の 修 王 を求 め られ た 人

が ，は る か に そ れ を上回 っ て い た 。ま た別 の 一
群 と し て ，

「特 に 何 も感 じ な か っ た 。」、
囮
ま だ ？0代 と あ ま りか わ らな

い 感覚 で い た eJ と答え た 人 々 が見 られ た （18・4％）。

　TABLE 　2 は ，　 SCT 「私 が 自分の 年齢 を意識す る の は 」

に 対 す る反応 で あ る 。TABLE 　2 に 示 し た とお り，1．体力

の 衰 え や 体調 の 変化，2・対 人 関係，3，バ イ タ リテ ィ や精

神的変化 に 関す る もの が特徴的 で あ ジ，1・2・は ， 過半数

の 人 々 に と っ て ，自分 の 年齢 を意識す る 契機 に な っ て い

た 。こ れ ら の 内容 の ほ と ん どは 否定的 な変化を表 わ し て

い る が，こ の 点は 中年期 の 変 1ヒを示す特徴 の 1 つ で あ る

と 思 わ れ る 。

　TABLE 　3 は ，　 SCT 「私 の
一一

生 の うち で 今 は 」 に 対す る

反応 で あ る 。こ の 結果 に よ る と，TABLF ．　2 に 示 し た よ う

な 自分 の 否定的変化 の 側面 へ の 気 づ き に もか か わ らず，
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TABLE 　140 才に な っ た時 の 意識

（SCT 「40歳 に な っ た 時，私 は」）

　 TABLE 　2 年齢 を意識す ろ 契機

（SCT 「私 が 白分 の 年 を意識 す る の は 」）

　内 　容 　反 応 例 1人数 ％

1，生 産的 活力 的 　 ・こ れ か らや る ぞ とい う気 も　 　12　 24．5
　 自覚 　　　　　 ち だ っ た。
　　　　　　　　・転任 した ばか りで は りき っ

　 　 　 　 　 　 　 　 　て い た。
　 　 　 　 　 　 　 　 ・子 供の た め に が ん ば ら な く
　 　 　 　 　 　 　 　 　て は と思 っ た。−
27」イ フ ザ言 ク　 ・入 生 の お り返 し点 を藤じた ．　 6　 f2：

．
2

　 ル の 上 で の 転 　 ・老 後の 生活 に向 か っ て 歩 き

　 換 期 の 認識 　 　 　始 め た

　 　 　 　 　 　 　 　 ・
ふ と過 去 をふ り返 っ た。−

3．眼界感 の 認識
「 ・ほτ あて 矯 め限界を知 ワ 　　5　 10、2

　 　 　 　 　 　 　 　 　た 、
　 　 　 　 　 　 　 　 。こ れ か ら だ と思 っ た が す ぐ

　　　　　　　　 ．に だ φな こ と．を知 ら され た ．
4．職業 的 ・精神 　 ・子 供 も大 き くな った し ，再 　　4 　 8．2
　 的な 転換 　　　　就 職 を と そ れ ばか ／）考え て

’

　 　 　 　 　 　 　 　 　い た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 ・大 き く精神 的 に 転換 した 。

5，自己の 再認識 　 ・自分み天生 に責任 を百づ こ　　 2　 41

　　　　　　　　　と を考 え た 。

　　　　　　　　 ・自分 を大切 に し よ うと 思 っ
1

　 　 　 　 　 　 　 　 　た 。

6・実 融 し

二繋鹸濃 芻誘 壕［
’8・4

　 　 　 　 　 　 　 　 　い 感覚 で い た ．

　　そ

．
の 他　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 61

　　無 回．．答一　 　 　 　 　 　 　 　 81i61S

内 　 容 　 反 応 例 　 人数 ％
＊

1 体 h の 衰 え 。　 ・老 眼 ・ぎ っ く り腰，五 十 肩 　 32　 65．3
　体調 の 変化に

．
　 に な っ た 。

　 関 する もの 　 　 ・疲 労 回復 が 遅 い 匸

　 　 　 　 　 　 　 ・酒 に 弱 くな っ た c

2、対 入 関係 に関 　
・若 い 人 に 接す る時 （考 え方 　 26　 53，1

　す る もの 　 　　 の 相 違，エ ネ ル ギー
の 差，

　 　 　 　 　 　 　 　 な ど ）。
　 　 　 　 　 　 　 　・子 供 の 成長 を感 じ た時。
　　　　　　　 一二 同 年配 皇 旧友に会 う時。．．　 一　 一．．一一一一
3 バ イ タ リ テ ィ 　喋 中か 記憶プ」の 低下 。 精 　17 　34．7
　や 精神的 変 化　　神 的 波 労 の 増 加 ，

　に 関す る もの
…

4・
鞳辱篝

に 関

警 羣徽
（

雄鍵委乏 i24 ’1

　 　 　 　 　 　 　 　 る時。
5・
縢 嬲 1 ：灘 密 量恐 粟次。

．

魯
16・3

　　　　　　　　 告 を見 た 時．
6・
斃璽勲 　 　 　 　 　

6 ’2・2

＊ 反 応 の 中に は、複 数 の 内容 を記 述 した もの t；み られ た た め，
パ ー

セ ン テ
ージは，10D％ をこ え る 。

TAB1 ．E 　3　ラ イ フ サ イ ク ル の 中 で 現在に 対 す る 意識

　　　　 （SCT 「私 の 一生 の う ち で 今 は 」）

過半数の 人 々 が， 麦定感，充実感，幸福感な ど を衷現

し ， 現在 を肯定的 に 認識 し て い た 。

　 こ れ らの 結果 よ り，40代 を中心 と す る 中年期 は 転 換期

と 意識 され る こ とが 多 く，こ の 年代 の 意識内容 に は ，否

定的 なもの と肯定的 な もの の 両面 が見 られ る こ と が示 さ

れた 。こ れ らの 意識 の 両面性 に 関 し て は，本調査 に お い

て さ らに 検討 を加 え た 。

　〔2＞Eriksen の 心理 ・社会的課題 や 危機の 諸側面 に 開す

　　 る特徴

　 自我同
一

性 に 関す る SCT は，各 々 の 項目別に，反応

内容 を分析 し た 。 予備調査 の 段階 に お い て も， 個 々 の 被

調査者 の 人 格像 は か な D は っ き り と 描 き出 され ，特 に ，

時間的展望，自己確信，職業に 対 す る意識や生産性 に 関

し て 顕著な特徴が 見 られ た 。これ ら の 内容に つ い て は，

面接調査 で さ ら に 詳細 に 分析 され た た め ，本調査 に お い

て報告す る。

　（3）身体的精神的 自覚症

　 CMI に 対す る反応 は ， 身 体的 自覚症 2 − 21
， （Ave ．

8．18），精神的 自覚症 0 〜24 （Ave・5・82） に 分布 し て い

た e こ れ よ り，本研 究の 被調 査者は ，心 身と も に 健康 で

あ る とみ な した 。な お，（1）一（3＞の 結果 に は，職業に よ る

相違 は 特 に 認 め られ なか っ た 。

　 こ れ ま で の 中年期 の 諸側面 の 変化 に 開す る 研 究 に お い

て は ，中年期平穏説 と 危機説 の 両 者が唱 え ら れ て い る

が ， 本研究 か らも， こ の 両者 が予 側 され る結果 が得 られ

た 。中年期の 安定感 と転換期 （危 機 ）的 な意識は，お そ

　　　　　 反 　　応　　内　　容

L 充 実 して ，幸福 な時期
2．公 私 と もに 重要 な 時期
3，安 定 して 平 穏 な時 期
4．精 神 的 ，肉 体的 に 苦 労 の 多 い 時 期
5．転換期
6．熟憲の 時，自分 を客観視 で きる よ うに な っ た。
7．特 に 意識 し な い 。
　無 回答．一

人 数 i ％

733

ー

ユ

ー

ユ
2

4aaaa41

且

じ

311

　

　

　

　

　

　
1

788332351

ら く個 々 人 の 中に異な っ た 次元 で 並行 して 存在 し て い る

で あ ろ う と思 わ れ る 。

本　調 　査

　 目　的

　L 　 40代 を中心 とす る 中年期 の 心理的変化 の 内容 に つ

い て ， 安定 し た側 面 と不安定 な側面 の 特徴 を ， Erikson

の 図式 に示 され た心理
・
社会的課題や危機 の 諸側面 か ら

明確 fヒす る 。

　 2・　 L の 特徴 を中年期 に お け る 自我同
一

性 展 開 の プ ロ

セ ス と して 縦断的 に 考察 し，発達の 諸段階 を明 らか に す

る 。

　3．　 ユ．2．の 特微を 自我同
一

性 ス テ イ タス の 視点 か ら分

析す る こ とに よ り，個 々 の 被調査者間 に 見 ら れ た 相違 に

つ い て 検討 す る。

　 方　法

　q）被調 査者

　予 備調 査 の 被 調 査 者 の 中 か ら，SCT に 対す る 記 述内

容が 詳 し く，中年期の 心 理的変化過程 が朋確 に 意識 され

て い る と思 わ れ る 人 を ， 各職業群 か ら 3 〜5 名ず つ ，合
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計22名選択 し，ひ き続き本調査

の 対象 と し た 。 こ れ らの 被調査

者 の プ ロ フ ィ
ー

ル は ，TABLE 　4

に 示 し た 。

　   手続

　以 下 の 質問 項 目か ら な る 半構

成的面接を 行 っ た 。 個別 に ， ほ

ぼ 2 〜3 時間ず つ ， 1 〜3 回 に

分け て 実施 し た 。画 接質問 項 目

　   生育歴，◎職業の 経埜， 

半生 の 中で 心身 に 大 きな 変化 の

あ っ た 時期 に つ い て 國・  40代 の

意識 （4  歳に な っ た 時 の 感情，

40代 で 体験し た 心 璞的変 化， 厄

年 に対 す る 感清），◎Erikson

の 心理 ・社会的課題，お よ び危

機 の 諸側面 に つ い て 　（a ・時間

的展望 ， b ・自己確信， 自律性，

c ・目白切謹茎， 　d ・勤勉性，有能感，

を育 て る こ と，9 ，職業，

る 感 じ方 に つ い て ， そ れ ぞ れ ，

TABLE 　4　面接調 査 対象者 の プ ロ フ ィ
ール

・ 麟 瀏 矧 灘 職 業 i・ ・学 歴 ・鞴 ・供   ・ 両 親

一一一→一一一一一」一一一一一〒一一一一一L−一一一一←一一一一

163i631
　63

…63
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51424747
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1会 社経 営 1大 学 穿 3 〃 　 3人｛13，H17 》1　t’σ弖［ ♀  両 親，妻，チ供
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　　’・　　…〃 　 2 人｛16，li）　1♂騨 　♀　 1妻、子供

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　 　

i
会
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6・ 事贓 韻 ．大 学 s− ・囗 畑 　 1♂ 　♀可
一

弄
一一一 −’

・5・ 　 ls　 I高 校 ￥ 1　 Jj ・腰 ・17） 1： 　♀剛 母 嵐 子 供

…1［　 ；篇
丿

守   ：訓lllll列鍛：轜i昊轍 供 ’入

　　
−
厳 癩 丁一 ［ そi75・ 廊亦

一一一

　 　 　 　 〃 　　　　　〃　　　 ’・　…1人n5〕　　 」♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ♀611，i妻
　　　　 t…　　　　　　 〃 ！3 人q7115の 1♂　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ♀ Cig

’
）F妻，子 供

　　　　　　　　　　　　　　　 e ．夫婦関係， f ．子 哄

　　　　　　　　　　　 h ．思想 ， 価値観 人 生 に 対す

　　　　　　　　　　　　　　 着眼点 をそ え て 質問 し

た   ）◎青年期 の モ ラ トy ア ム や 同
一一・性危機の 体験 に つ

い て 。

　（3）結果 の整理

　面接調査 の 結果 は ，（2ノに 示 した質問項 目の うち ，   と

  （a 〜h ） に つ い て は，各質問項 朋 亅に 反 応 内 容 鍵

理 し，特徴を分析 し た 。ま ず，TABLE 　5 に 示 した と お

り，各質問項 目別 に各々 の 被調査者 の 反応 を肯定的内容

と否定的 内容 に 分類 した 。そ の うち，パ ー
セ ン テ

ージが

50％ をこ え る もの を，中年期 の 特徴的な変化 を表わ す も

の と して ， さらに 詳 し くそ の 内容 を検討 した 。 同時 に，

各 々 の 被調査者 を個別 に，臨床的，事例的 に 分祈 し，目

的 1 〜 3 に そ っ て 個 々 の 被譏査者 の 状態像 の 把握，考察

を試 み た 。

　結果 と考察

　  中年期 の 心 理的変化の 特徴

　　1）否定的変化の 特徴

　中年 期 の 心 理 的変化 の 特徴は，面接質問項 目の うち，

  と◎ に 対 す る反応 を中心 に分析し た 。 こ れ ら の 反 応内

容 の 概要 は，TABLE 　5 に 示 し た 。　TABLE 　5 に 示 した と

お り，質問項 目◎40代の 意識 変化，お よ び  の うち ， 時

間的展望 と職業 の 項 目に つ い て ，過半数 の 被 調 査者 が，

否定的な 変化 の 体験 を報告 して い た 。こ れ らの 内容 を，

＊ こ れ ら の 質 問 内 毒 つ 概 略 1ま ，TABLE 　5 に 示 し た 。

…ii門∵轡解
1
−
　1専 業 主 婦 1専門学顧  　

”
．−

itJl 羹蠶 ∵：

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　 ＝
．．．．．』

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　
旦
呵 夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1夫．−丁供

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1夫，子 供 1 人

　　　　　　　　　
2

　　　　　　 ♀酬 夫，子供

　　　　　　　　　
旨

2川 16 ） it　 ♀耐 　 〃

中年期 に お け る 否定的変化 の 特微と して さ ら に 詳 し く分

析 し た。

　 自分が中年期 に 入 っ た こ と へ の 気 づ き， す な わ ち，も

うそ れ ほ ど若 くは な い と い う意識 は ， さまざま な面 で 自

分 の 心 身 の 調 子 が 変化 し て きた こ と と，そ れ に よ る 限界

感 の 認識か ら始ま っ て い た。TABLE 　6 に示 した とお り，

中年期の 否定的変化 に は ，以下 の 4 つ の 側面が特徴的 で

↓
　　　弘

の つ iLD

（a ）体力 の 衰 え

　中年期 の 否定的変化 を最 も如実に 認識 させ る の は，体

力 の 衰え で あ り，22名 中20名 （90・9％）の 被調査者 に と

っ て ，こ れ が 自分 の 限界感 を感 じ る 最初 の 契 機 で あ っ

た 。ま た 残 りの 2 名 （9．1％ ） も40代 に な っ て 健 康 に 対す

る 関心が高 ま っ た と述べ て お り，こ れ も体調 の 変化が大

き く影響 して い た 。自分の 身体 に 対 す る感覚や 感情は ，

自己 イ メ ージ を形成 す る 大 き な 要 で あ り， 身体イ メージ

は 自我同
一

性 の 感覚 と も深 く関連し て い る 。した が っ て

体力 の 低下 をは じ め とす る身体 感覚 の 変化 は，同一
性 の

甚盤 を脅 し ， 再認識させ る もの と考 えられ る 。

（b）時問的展望 の せ ば ま り と逆転

　 「残 り時間が 少 ない と い う限 界感 は 徐 々 に 深 ま っ て い

る。」，f何か を や り始 め る に は も う遅すぎ る と常 に 感 じ

る。」，68．2％ の 被調査者 か ら聞か れ た こ れ らの 現象は，
時間的展望 の せ ば ま り と考 え られ る 。こ れ らは ，自分 の

持ち得 る時間的展望 の 中 で 「求 め る もの が 得 られ な い 」

（Erikson，　 IS64） と い う感情 で あ り，被調査 者 に と っ

て ，こ の 限界感 は 痛切 で あ っ た。

人翩 ♂ ♀

人ご翫 33，281 ♂ 旦 o
入欖 、2幻 ♂ ？

入124，22，i51 詮 ，

人qア，1≦、811 ♂｛πi ♀露
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TABLE 　5 面接調査 （質 問 項 目  ，  ）に 対す る反応 内容

質問 項 E 質 　澗 　内　容
　　 ヒ
i分 類 「 反 応 ％

40代の 　
’

意識変化

時 閣 感 覚 ．
時 間 的

展 　 　戴

自己確 信

　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 i ・自分 自身 の 安 定感 が 増大 した。自分 は 自分 で しか な い と考 え るよ うに な つ た。・40 段 に な つ て 以前 の 自分 と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Po5 ．　 i

の 閤 に 変 化 を感 じるか 。ど　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 ・釦 才 をす ぎて 過 去 の 自分 の 生 」・た ちか ら独立 で きた気 が す る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

　 　 争喧

53，6

砥 変 化が あ 読 か・　 N 。 、．し 体 力 1報 界 轗 騒 よ うに な っ た ジ 麟 に 弥け る 関 1L 、が 胤 た 。
い た か ．

王QO．0紳

・どの よう に そ の 変 化に 気づ ．
　　　　　　　　　　　 ．　　   40 をす ぎて ，自分 の 寿命や 死 に つ い て 意議 する よ うに なった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．一 一．．． ．．．．一．．．．．．．．．．．． 54 ．5 纏

毎゚ B どの よ うに 時 間 が すぎ
’
Po5 − 　

°毎 日．前 向 きに 忙 しい 。 9．／
て い くか 。　　　　　　　

．Neu ，！
・毎 日、仕 事 に 追 わ れて あ っ と い う間 に す ざ て い く。先の こ と は 予 想 で きない 。 22 ，7

’将来 UO 年 後・定 年 後 ，の 自
「
　　　 ・年令的 に ，も う間 に 合わ な い と 感 じ る こ と は よ くあ る 。　　　　　　　　 L に な っ た ．

分 ；：つ い て・ど の よ うに ・
「
Neg ，1 ・自分 の 活 動 で き る 時聞 は せ ば ま っ て きて い る 。寿 命の 予 測 に 合わ せ て 計画 をた て る よ う

　との 程 度 考え て い るか 。　　　　　 ・m 年後 の こ と を考 え る と 非 常 に お も しろ くない 。可 能性は うす く，さび しい ．
58，2

：讖 毳欝 遍 籌 蒹1講 苳纛綴 ；繼謡ll男1；1；鷲驚 半÷
．脇鯊暴 鷺野 螽

Ne 巳・．
て きた。

31，8

不 証 か P lNeg ．い 思 う と お りに で きな い 。決 断 に も時 間 が か か る し，その 反 面 ム キに な る とこ ろ が あ る。 】3、7
　 　 　 　 ・自 分 自 身 や 自 牙 の して いる

　 　 　 　 　 こ ヒ の 目 的 が は っ き 1｝し て

．
目 的 感　　い る か ．　 　　 　　 　 　 ・Neu ．1 ・あ い ま い で ある 。・よ くわ か らない 。
　 　 　 　 。ff的 が 実 現 し て き て い る 感 ・一一

「
一

　　　　　 じ が も て る か 。　　　　　 Neg 弓
・実 体験 として の 目 的 感は あ ま り ない 。

饕 慧
1

’

霧1覇織 豊．＿ ＿ ＿ ，＿

　　　　　　　　　　　　　　　　 ．Neg ．　i層あ ま り感 じた こ と が ない a

Pos．1 ・自分 は何 が した い の ゐ・。割 合，早 くか ら意 識 して い た。一
貫 して い る。 45，5ln

・731

．8
1 ・4・才 をす ぎて ・　 IF ” 業績 htSlt

’
“コれ る よう に 勧 た ・姐 と か や ・ て い け る と・・憾 し 1

、4512

．B122
．T

・夫 婦 生活 に どの 程 度，満 足 　Pes ，
　して い るか．
・夫 【妻 ）の 兌 方 が どの よ うに

変 化 して きた か ．

。うま くい って い る。
夫 婦 関 係 Neu ，沸 夫 婦 の 互 い の 見 方 は 変化 して い な い と思 う。・別 に 何 もな い 。

子 供 を育
1

て る こ と …

　　　　　　　　　　［26 ．3　　　　
　
．．t．t．t．．．tt．t−t’t．tドイt．t　　　　

・空 気の よ うな もの 。　 i63．2
』
Neg ．；

［Pos ．
・
子 供を育て るこ と や 子供の ．Neu ，
巣立 ち に つ い て ，どん な感

　じ を も っ て い る か 。　　　 INe
唇
・

職 　 　業

．°
現在 の 仕事 に どの 程度 満 足 　Pos ，

　 して い るカ・。
… ・以 前 の よ うに 仕事 が は か ど　Neu ，
　 ら な い 。あ る い は ，今 や っ「

　 て い る こ とをなげ 出 して しま　Neg，1 ・ … 思 … 筋 ・… e
　t

・40をす ぎて ，夫 の 欠 点が 目 に つ くよ うに な っ た e iIO．5
・子 供 の め ん ど うを み るの は 楽 し い 。子 供 に も好 か れ て い る 。 ；50．o
・
子 供の 独 立 に つ い て は ，今 は何 と も感 じな い 。 堊O．0

・子 僕 が 独 立 す る 〔した｝時 の こ とを考 え る と さび し い n 今 ま で の 自分 は何 を して きた の か

　と問 い 直 した。　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　
1

・職 業 生 活 に は 十 分 満 足 して い る。自 分 の や りた い よ うに 研 究 で き る。
・後堪苔を育て て い きたい 。

「
40 ．D

2了．3

吟 錐 塾 竺1回 ζ壁 ヱ皇型 塾 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 注 L
：菖罵 趨 ら：濃 鷙黙謙 1

’°

　　　　　　 i63．、
・も うこ れ 以 上，新 しい こ と をや ろ うと い う気 は しな い ，もう こ の ま まで い い や とい う感 匕。1

思想 ・｛函匝
．

援
・
人生麺

i

゜
顯鷹 ；：鷺 灘

1…
’
孟孟増 廼1

｛面値鰍 き くか ’）　
’
コ　t：°自鵬 ももの ご と 朧 的 に 見 ら’しる よ うi31・・

頃 か ら出 て きた か 。
・こ SLま で

．
の 人 生 をふ り返 っ

て ビ う感 じるか 。
i… ．．

●思 想 ・宗 教 ；二はあ ま り関・じ・カ∫な い し，　よ くわか らな い 。
。価 鱗 観 は 常 に ajho て い る e 現 状 に 流 さ れ て こ こ ま で きた。

．一一 一 一 一

k
iN・g・

／一生 涯 を ふ り 返 っ て 悔 い が 残 る こ と が 多 い ・ 13，7

＊　 Pes 、：Positive、　 Neu ．：Neutral，　 h
’
　eg ．；Negatiye．

＊＊ 複数 回答 か み られ た た め 1
パ ーセ ン テ

ージ1担 0ゆ％ を こ え る。

　中年期 に見 られ る も う 1 つ の 特微 は，「時 問 的 展 望 の 逆

転 」 と い う現象 で あ る。8 名 （36・3％ ）の 被調 査 看 は ，近

親者や 友 人 の 死，中で も父親 の 死 は 自分 の 寿命を 意識す

る大 きな き っ か け と な b，親の 死 に よ っ て ，「自分が あ

と どれ だ け 生 き られ る か 」 と考 え た と 報告 し て い た 。 こ

れ らは ， 今 まで 生 きて きた 年齢 で は な く，こ れ か ら生 き

られ る 年数の 方 が よ り重要 に な り，死 の 側 か ら自分の 年

齢 を考え る よ うに な っ た こ と を意殊 し て い る と思 わ れ る 。

（C ）生産性 に お け る 限界感 の 認識

　 中年期 に あ る 職業 人 に と っ て ，体 力 の 衰 え と 時間的展

望 の せ ば ま りに よ る 限界感 を最 も痛切 に 感 じ る の は ， 職

業や職業 に 対 す る 能力 に お い て で あ っ た e また ， 限界感

の 認識 に よ る あせ り に 加 え て ，「肉体の し ん ど さに 加 え

て 精神年齢 の け だ る さ を感 じ る 。」 「だ ん だ ん 怠惰 に な り

努 力 を し な くな っ た 。」 と い う停滞感 （Feelings　 of　sta −

gnation ）が顕在化 し て お り，こ れ らの 被調査者は，抑 う

つ 状態 を呈 し て い た。

（d＞老 い と死 へ の 不安

　 40代 に な っ て 自分が老 い て い く こ と や死 へ 近 づ きつ つ

あ る こ と へ の 関心 や 不安が強 く な っ た と い う 報 告 は ，

54．5％ の 被調査者 か ら聞 か れた 。 その 中 に は ， 「自分が

い つ 倒 れ て も よ い よ うに 大事 な もの は ま と め て お く」 と

い う よ う な具体的 な準備を し て い る人 もあ っ た。

　　 2）肯定的変化 の 特徴
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TABLE 　6　中年 期 ごつ心 理 的変 1ヒの 特徴

内　 容 反 応 例

．．．身体感覚P）　
冒
体 力に 限 界 を感 じる よ うに な っ た。

変化　　　
・
運動 を した あ との 疲 労 回 復が 遅 くな っ た ． 1

鉢 力の衰え　
’血 圧 が 高 くなって ，気 分的 に もイラ イ ラ す 1

・体講ジ）変f齢 ．　るこ とが 多い 。　　　　　　　　　　　　！

　　　　 ・
健康 に 対 す る関心 が 増 した。　　　　　　 ！

1八数1
％

．22　：0（i．o

　．2．時 間 的 　
・何か をや ウ始 め る に は もう遅す ぎ る と 常 に il568．2

・

…

驥 錯 驫甥 。 ， ． う。 界。 踰 。 。 1
　｛　 ワと逆 　 ま っ て い る 。　　　　　　　　　　 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 i　 転 　　　
・近 親 者 や 友人 の 死 に よ o て ，自分 が あ と ど ！

　 …　　　　　　 れだ け 生 き られ る か を考 える よ うに な一フた．！　 i
定

　13．生 産性
．・以 前の よ うに 仕 事 が は か ど らない し，自分 ．〕4163 ．6

　 1　 に お け
．

　　　　　　 は こ の へ ん ま で しか で きない の か とい う気 i　 i
　I る 限 界 ： に な っ た、　 　 　 　 　 　 il
的

隱
の 認 ：

°
菖豊 鸞1工夏慧1芝鸞 季轡 ii

　　　　　　
べ て ，それ に あわ せ て い る。も うと うに も　　i

割　
・

靉欝 鸚 こεも一
化 ，4老 い と ：吋 O を す ぎ る と・死 は く

t−
） と 自分 に 近 づ い て 　12 ：M ・i

　 、　 死 へ の
．
　 くる。4C をす ぎて 自分 の 死 もや は り さけ る

　 　 不安 　　　こ と が で きない の だ と怒 じる よに な っ た。
　 　 　 　 　 　

・
い っ 死 ん で tJよい よ うに 身 辺 整理 をする よ

　 　 　 　 　 　 うに なった。
　 　 　 　 　 　

・
閉経 に よ っ て ，老 い てゆ くさび しさや 老化

．

　 　 　 　 　 　 し た 感 じが ぐん と強 まった 。

⊥塵
TABLE ・ 参・ 　 　 ・

」
・3．・

　中年期 に 入 っ k こ とは，1）で 述 べ た 否定 的 な変化 へ の

気 づ き に よ っ て 意識化され た が ， 中年期の 主観的意識 の

中 に は ， 肯 定的変化も同時 に 存在 し て い た 。そ れ は ，
TABLE5 に 示 し た よ うに ，質 問項 目  4e代 の 意識変化 お

よ び   の うち自己確信 と有能感の 項 目に お い て 特 に顕著

で あ り，過半数 の 被 調 査 者が 肯定的内容 を報 告 し て い

た 。 「こ れ ま で は，学 ぶ 時期 だ っ た が， 40 代 に な っ て よ

うや く教え る こ とが で きる と感 じ る よ うに な っ た 。」 （事

例 2 ，42歳 　男 性，大 学 教 官 ），「私 に 対す る会社で の 評

価は ベ テ ラ ン とい うこ と に な っ て き た．」 （事 例 g ，43

歳 　男 性，会 社 員 ） と い う報告 や，地 域 社会 の 中 で 認め

られ根づ い て きた とい う意識，定住に よ る 安 定 感 な ど

は ，40代 に な っ て 自我同一性 の 確 立感，安定感 が 増 し て

きた こ と を示 し て い る 。こ れ らは 多 くの 場合，40代 の 始

め に意識さ れ て い た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 −
−゚

　
’

i
ヨ

騰
’

蕎欝鸚 梦・撒
；∵

’6

肯
．

の 獣 … ．私 に対 す る会 社 （
一
” 評｛画怯 ベ テ ラ ン とい

…

　　　　　　 うこ とに な っ て きた。　　　　　　　　 …
定
　　　　　

！ ・自分 は 自分 で しか な い 。まわ 「｝の 乗 件 に よ ；

　 　 　 　 　 　 って 自分が 動 か され な い 。　　 　 　　 　 …
的
　 　 　 　 　 1 ・40才 頃 か ら，臼分 ら しさや個 性 が で て きた i

・ 　 …瑠 嬢 1。。 。 、分 。 。 。 。 。。 、，一

化 ＿
．津 立 ・た贈 ・・一．．…．一 一⊥

　 また，中年期に至 っ て 初 め て 精神的な模索が終 わ D，
よ ウ深 い レ ベ ル で 内的 な安定感と 自己 確立感 が得られ た

事例が 3 例見 られ た 。こ れ らの 3 事例 で は，外的に は青

年期 に
一

応，自我 同一性は 獲得され て い る に も か か わ ら

ず，真 に傾倒 で き る 価値観，思想や 真 の 自己 縁 を求 め て

の 精神的 な模索は そ の 後も長 く続 き，中年期 に 至 っ て 初

め て 本 当に 納 得 で き る 自分 を見出 し て 安定 した とい う点

が 特徴的 で あ っ た 。 筆者は ，こ の 3 事例 を， 中年期 の 状

態像 を示 す 1 ク イ プ と して 「積極的 自已 受容型 」 と名 づ

け た （TABLE ユ0 参 照 ）。 以下 に ， そ の う ち の 1 事例 を

紹介す る
＊ ＊

。

　 事例16・　48歳・男性　高校教員

　 大 学を卒業後，某 私 立 高 校 の 教 師 と し て 社 会 斜 を 教 え

て い る。3  歳 の 時，結 核 を患 い ．そ の 頃 か ら．庫 や カ ウ ン

セ リ ン グ な ど 内 的 な も の に 関 心 を 持 ち 始 め た 。
42歳 の

時，某 大 学 へ 内地 留学 し， 1年 間 心 理 学 を 学 ん だ e 以

後，生 徒 の 心 理 ・教 育相 談 を担 当 し て い る。

　彼 は ，
40代の 変 化 に つ い て 次 の よ う に 述 ぺ て い る

。

　「42歳 の 時，　1 年 間，単身 で 東 京 へ 行 った が あ の 頃 は ，

ガ タ ガ タ し て い た
。 今考 え て も 転 換 期 だ っ た と思 う。そ

の こ ろ ま で は ，過 去 の 自分 の 環 境 や 育 ち，性 格 で 気 に な

る こ と が ず い ぶ ん あ ワた 。 が， 5 − 6 年 前 か ら，そ れ は

育 ち の せ い だ と い う気 が し な くな っ た 。 過 去 の 自分 の 生

い た ち か ら独 立 し た 気 が す る 。」 彼 は ，自分 を 肯 定 的 に

見 る こ と が で き る よ うに な った こ と が，自分 の 転 換 の 基

盤 に な っ た と語 ft て い る。彼 は ，青年 期 か ら ，内 省 的 な

性 格 で あ っ た が，常 に 自分 に 対 し て 否 定 的 な 見 方 の 方 が

ま さって い た と い う。401弋に 上 記 の よ うな 内的 転 換 を 体

験 し た が ，禅や カ ウ ン セ リ ン グ な ど，30代 に 始 め た こ と

が ，そ の 頃 に 実 って き た と い う実 感 も 同 時 に 体験 さ れ て

い た 。 本事例 の 場 台，外 的 に は ，青 年 期 に 大 学 を 卒 業 し ，

教 師 と な っ た 時 期 に 自我 同一性 は 達 成 さ れ て い る Q し か

し ， 精神的 に は，そ れ 以 後 の 30代 を通 じ て ，真 に 肯 定 で

き る 自分 を 求 め て 模 索 が 続 い て い た と 考 え ら れ る。

　他 の 2 事爾 も， 中年期に 至 っ て 初 め て 精神的 な模索が

終 わ り，内的 な安定感 と自己 確 立 感 が得 られ た とい う共

通 の 特徴 を示 し て い た 。

　　3）再生同一性 （Renewed 　Identity）の 石寉立

2）で 述 べ た 自我 同一性の 確 立 感 や 安定 感 は，青年期 に

方向 づ け られ た 嗣
一一

性 の 軌道の 上 で 認識 され た もの で あ

り，D で 述 べ た 否定的変化も ま た ， そ の 軌道上 で の 変化

で あ っ た 。し か し，本研究の 被 調 査者 の 中に は ，青年期
に 選択 した 自分 の 方向 づ け を中年期 の 否定的変化 の 体験

　＊＊ こ の 二事 例 の 牢 年期 1： お け る 変 化 の フ

．
セ ロ ス に つ い て

　　 は，TABLE 　8 に 示 し た 。
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を契機に問い 直 し，こ れ らの 生 き方 を模索 した末 に新 し

い 生活様式や社会的役割を選択 し て 自我同
一．一

性 を再確立

した 事例が 3 例
料 ＊

見 られた 。 こ れ らの 事例 は ， TABLE

7 に 示 し た よ うな 共通 の プ ロ セ ス をた ど っ て い る e 彼 ら

に と っ て，自分 自身 に 対す る 問 い 直 し を行 う契機 が ， 大

病や子供 の 巣 立 ち と い う中年期 の 急激 な否定的変化 で あ

っ た 。こ の 危機 を経 た 後に 獲得 さ れ た 同一性 を，筆者

は，「再生同
一

性 」 （Renewed 　Identitア）と 名 づ け た 。 以
ー
ドに ，TABLE 　7 に 示 し た 事例 5 に つ い て 紹介 す る 。

　事例 5， 43歳　男性　会社経営

　 大 学 卒業後 ， 某 建 設 会 社 へ 就職 し ， 有能 な エ リ
ー 1・社

員 と し て 活 躍 を続 け た 。
30歳 で 若 く し て ，某 市 支 店 長 と

な ），以後，各 地 の 支 店 長 を歴 任 し た。と こ ろ が 41歳 の

時，大 病 を 患 い ．そ れ を機 に 退 社 ， 自 分 の 会 社を創 設 し た 。

　 こ の 事 例 の 場 合 r 自我 同 一性 は，青 ti1　；’に 大 学 を 卒 業

し，就 職 し た 頃 に
一応 達 成 さ れ て い る 。 し か し，彼 は，

職 業 選 択 は，ほ と ん ど迷 い や 試 行 錯 誤 な く ， 知 人 の す す

め に 従 っ て 決定 し て お り ， 青 年 期 の 同
一

性 ス テ イ タ ス

は ，早 期 完 了 型 楙 ＊＊ に 近 か った と 考 え ら れ る。彼 は，有

能 な y ラ リ
ーマ ン で ， 仕事 一途 の 入 で あ り，仕 事 に お い

て は ，し っか り と し た 自信 と 大 き な 成 功感 を も っ て い

た 。「私 は ， サ ラ リ
ー

マ ン だ っ た が ， 考 え 方 は 社 長 み た

い に な っ て し も う と る。全 身 を うち こ ん ど っ た し ， 会社

は 自分 の 子 供 み た い な 気 が し て い た 。」 と い う よ う に ，

40歳 ま で は ， 仕 事 （会 杜） が
， 彼 の 自我 同 一一性 の 基 盤 で

あ っ た と 考 え ら れ る 。

　 彼 の 万 向 転 換 の 契 機 は，41歳 の 時，突然 の 大 病 と い う

形 で お こ っ た 。
こ の 入 院 体 験 に よ っ て ，彼 は，今 ま で に

味 わ っ た こ と の な い み じ め さ と 空 虚 感 を 体 験 す る 。 こ の

病 気 と い う危 機 が ，自分 の 半 生 へ の 省察を深 め ， 自分 を

問 い 直す 契 機 と な っ た 。 特 に 「こ れ か ら は ， 自分 の 考 え

と 行 動 が
一・致 す る 方 向 へ 行 き た か った 。」 と い う彼 の 言

葉 か ら，外 面 の み な ら ず ， 内 面 的 に も納得 で き る 自分を

得 た い と い う気 も ち が 伺 わ れ る 。彼 の 場 合 ， 自分 で 創 設

し た 会 社 は，現 在 は ま だ 安定 し て お ら ず t 彼 自身 も， ま

だ 新 し い 生 活様式 に な じ み こ ん で い る と は い え な い 。し

か し ， 彼 は ，中年 期 の 危 機 以 前 よ り も は る か に 納 得 で き

る 生 き方を し て お P ， 内的 な 自 己 肯定 感 も 増 大 し て い る
。

　 他の 2 事例 も同様 に，青年期 の 同
一

性形成 は 早期完 了

的 で あ っ た の に対 し て ，中年期 に は ， こ れ か らの 半生 に

t’＊ ＊再 生 同 一性 確 立 の プ ロ セ ス の 図 式 化 に は ， 事例 数 と

　 　 し て は 少 な い が ，
こ の 3 事 例 は，中 年 期 の 自我 同一

　　性 再 体制 化 の プ ロ セ ス を 最 も顕 著 に 示 し て い た 事例

　 　 で あ っ た た め ， 1 つ の モ デ ル と し て 図 式 化 を試 み た 。

　 　 こ の 図 式 の 確 定 は ， 今 後 の 諜 題 で あ る
。

＊ ＊ ＊ ＊Foreclosure （Marcia，ユ964）．

対 し て，本当に納得 で きる 生 き方 を模索 し た末 に ， 深 い

9 我関与 を伴 っ て 自分 の 方向 を選択 ， 決断 し て い る 。 こ

れ らの 事例 で は ，中年期に体験 し た変化 が ま さ に 「危

機 」 と呼ば れ る ほ どの 大き な 否定的変化 で あ っ た に もか

か わ らず，そ れ を主 体的 に 受 け と め ，以前 の 自分 よ り も

肯定的 に 受 け とめ られ る 自分 を獲得 し な お し て い る と い

う点 が特徴的 で あ る 。

　 こ れ ら，再 生 同
一

性達成型 ， お よ び積極 的 自己受容型

に 分類され た 事例 ，す なわ ち，「1年 期 に 顕 著な心理的変

化 が体験 され ，自我同
一

性 の 再確立が行 わ れ た 事例 は ，

6 事例見 られ ， こ れ は，被調査者 の 27．3％ を占め て い

た 。こ れ らの 事例は，中年期は 自我同
一

性 の 真 の 確立 に

重要 な 意昧 をもつ こ と を示 す も の で あ る と 考 え られ る 。

し か し な が ら， 後述す る よ うに ，こ れ らの タ イ プの 特徴

や 一
般性 に つ い て は，今後 ，よ り多 くの 被 調査者 を対 象

に ， さ らに 検討 して い く必 要 が あ ろ う。

　（2）中年期 の 自我同
一性展開 の プ ロ セ ス

　以上 の 心 理 的変化は，各 々 の 被調査者 に 自分 の 問 い 直

し と将来 の 再方向 づ け を促 し，彼 らの 同一・性に大き な影

響 を与 え て い た 。 こ れ らの 変化 を，一
転換期 に お け る 自

我同
一性展 開 の プ ロ セ ス と し て 縦断的 に 考察す る と，以

下 の 4 つ の 特徴的 な段階が 見出 せ た e

〈第 1 段階 ： 身体感覚 の 変化 の 認識に と も な う危機期〉

　自我 同
一

性 展開 の プ ロ セ ス の 最初 の 段階 で あ る こ の 時

期 は 「も う若 く は な い 」 と い う 白分 の 内的 な変化 を認識

す る 気 づ きの 段階 で あ る 。（D で 述べ た よ うに ， それ らの

変化 は ，体力 の 衰 え をは じ め と す る 身体感覚の 変化 に 伴

う自我同一性 の 基盤 の 動揺 と 時間的展 望 の せ ば ま りに よ

る生産性 の 危 機，お よ び老 い と死 へ の 不安が特徴 的 で あ

っ た 。そ し て ，こ の 時期 に体験 され る感情 は，限界感 の

認識に よ る焦燥感 と抑 うつ 感が基調 と な っ て い た 。

〈第 2 段階 ： 自分 の 再吟味 と 再方向づ け へ の 模索期〉

　 こ れ ら の 否定的変化 へ の 認識がひ きがね と な っ て ，

「自分 は こ れ で よ か っ た の か 」 「本当の 自分 は 何 な の か 」

とい う自分 自身に 対す る 問 い 直 し が お こ る a こ の 時期

は ， 改 め て 自分 の 入生 をふ り返 り，そ の 意味の 問い 直 し

が 行 わ れ る こ と が 特徴 で あ り，そ れ は ， こ れ か ら半生 の

方向づ け を決め る もの で あ る 。こ の 時期 は ， 定年退職

老後，自分 自身の 死 とい う人 生 の 総決算が 目前 に 迫 っ て

きて い る と い う意識 が 強 く，「も う遅 す ぎる 」「も う間 に

合わ な い 」 とい う気持ち を強 く感 じ る が，そ の
一

方 で

「ま だ や れ る 」 と い う意識も大きい 。こ の よ うに ，こ の

時期 は ，自分 自身 に 対す る不安感や ア ン ビ バ レ ン トな意

識が特徴的 で ある 。

〈第 3 段階 ： 軌道修 正 ・軌道転換期〉
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TABLE 　7 再生 同 一
性確 立 の プ ロ セ ス と そ の 事例

ラ イ7

ステ
ー
ジ

青
年

期

30

代

中

　　プ ・ セ ス 　i　 　 黝 5 （4肱 一Y・・k ．会 攪 営 ）　 　 1　 　 黝 118（・．6t
’
，雄 ．轗 副

膿犠 繋一
大

完
灘 慟 らttる ままに ・瀛 会櫛 嵐

蠶 蛮覊 娠空靉鸞章
・ ・ 一

）　r・　b“，　
’
7t

．
青年期 に獲 得 した 同

．
　…30 才で ，営業所長 と な リ， 以 後 各地 の 支店 長 を歴 任 。有 ．30代 は，チ脊

．
て に エ ネ ル ギ ーを 注 ヒて　　　　　

．．．．一

驢 聡
・

）黙鞭罪 を』 … ・一

酬
ll 鰍 な否 定 的 変化刻 ・1才 備 ・・糒 で 醜 　 　 　

．．’一

　 緬 才 で 将 齲 校盧 縮 ・葡 売をM／・・／
’
1
．

　 　　　　：韓躍 喋蠶茅麟 L鷹 影耄あ縦 乏讐…、1靱蹴 熟 讐9姦  鍔数 篇欝
　 　　　　

1 人 生 は み じめ で ・は か な い もの h・と思 っ た．・ 　 　 ．な い か ．S分 も何 力・生 きが い をみ つ けて おか な L・．t，　 ・T−

　　　　　　　　　　　　 ．．　 　 　 　 　 ．　 　 　 　 　 　 供 の 荷物 に な るの で は な い か と思 っ た c 」

II 自分 の 再 吟味 と再　　　
「だ tLも 自分の 生 き方 を教 え て く れ な い 。だ か ら自分 の 　再 就職 さが し　　　　　　　　

．
　　　　　　

一』一

　　方向づ け へ の 模 索 　 道 19・　 e 分 で決 断 せ 1・ ば な らない と思 っ た 。J 　 　 ・1可か ftl」が あ れ ば ，さび しさを 靭 ゴ、け 畝 るの で はな

1　
・こ れ まで の 自分 の

．
　

．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 い か 辷思 った。そ れ まで は 自分 7〕ぢえ と い うもの は なか

1　 生 き方 の 問 い 直 し　 ；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 …っ た と思 う。その 頃 か ら，ど う して t，，もう
一

度．看 護 婦 と

1・
将 来の 再 方向 づ け　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1して 働 い て み た い と思 う よ うに な っ た．t そ うで な けれ ば．

・ の 齢 ．．　 　
．
　 　 　 ｝．．．　 一 ．　 　 一胆 航 め に 生 塾 て きたAb ・わ か ら な い よ 沁 気が した．、

皿 軌 道 転 m 　 　 会ue 退 社・　 ei）の 会 tie設 立 　 　 　 　 　 142才 で，現 在 の 病 院 に 蝋

。 ［
　 　 　 深 L1 自我 関う．を と

、

　 　 　 もな っ た 新 しい 方

　 　 　 向づ けの 選択 と決

　 　 　 断。
期　　・新 しい 生活様 式へ

　 　 ，の 転換 　 　　　　ノ

瞬響
）

！
「
長 い 間 支店 長 をや っ て ，自分 は サ ラ リ

ー
マ ン の くせ に … 「そ の 頃 は ，女 で 働 さに 禺 る 入は ほ とん ど ない 時だった。

…経 営 者の よ うな もの の 考え方に なって し まって い る。だ iが ．・42才の 時，ど う して も も
・
）1 変，努力 して み たい t

…か ち，自分の 考 え と行 動 が 一致 す る 生 き 方が したい と思 i思 い ，夫 を説得 して ，就 職 させ て ミ．ら っ た．」

　った 。だ か ら，会 社 が い やで やめ た の で はな く，生 きて
F

｛きた道 の 方向 転 換 をは か っ た と い うこ とで す。」
「
今か ら ．

：自分で 会 社 をや っ て い る とサ ラ リ ー
マ ン が ，あ と14・5年

．

1 後 に 定 年 の 時 に は絶 対 に 精 神 的 な差が つ くと い う希望 の

…よ うな もの が あ っ た。」

lf まだ 会e の 経 営 1按 定 して い る と1まい え ない が ，自分 … ・
看護 msの 仕剽 ユ蘇 で ，本当1・ 自

．
分 ：・fiっ て い る と思

…と して は，今 まで よ り もは る か に 納 欝 で きる生 き方 を し
2

う。就職 して か らの 15年 は，ず一
っ と 自 分の ペ

ー
ス で や っ

て い る。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 iて きた 。目 々 の 生活 に は りが あ る EJ

「

　 一内 は，被 調査者の 言葉 をその まま掲 載 し た 。

　第2 段階 で の 「問 い 直 し 」 に ど うい う答え を 与 え る

か ，そ し て ，以後 の ．人 生 に どの よ うな 方向づ け を見出 す

か が こ の 段階 の 主要 な課題 で あ る 。 こ の 時期 に ，子 供の

巣立 ち，親や友入 の 死，役割喪 失 な ど， 第 1段階の 危機

期 に 変化がみ られ た 自分 と対象 と の 間 に ，再 び適応 し た

関係が得 られ る よ うに な る。

〈第 4 段階 ： 自我 1司一性再確定期〉

　最終段階 は ，「自我同一性 再 確 定 期」 で あ り，こ れ は ，

軌道修正 の 結果，一
応の 安定が得られ た 時期 で あ る 。 中

年期転換期の 始ま りに 意識 され た さま ざま の 変化 に も慣

れ ， 軌道修正 期 に 得 られ た 方向づ け や 対象関係に もな じ

み こ み ， そ れ・を基盤 に 内的統台が 進 ん で い く時期 で あ る 。

第 1 段階の 否定的 変化 の 認識 に よ る．危機期 よ P も，自分

が安定 し，自分 を肯定 で き る よ うに な っ た 場合が多 い 。

　以上 ， 中年期の 変化過程 を自我同
一性展開 の プ ロ セ ス

と し て 考察 す る と， 4 つ の 特 徴的 な 段階 があ る こ と が 示

唆 され た 。 こ の 4 段 階 は ， 中年期以前 に 獲得 され た 同
一

性 が，崩壊あ るい は動揺 し，再 び組み 直され て 安定化 し

て い くプ ロ セ ス を示 し て い る 。 し た が っ て こ の プ ロ セ ス

は 「自我同
一

性再体制化 の プ ロ セ ス 」 と呼ぶ こ とが で き

る と 思 わ れ る 。T ．ABLE 　8 に，こ の プ ロ セ ス の 各段階 に そ

っ て，い くつ か の 事例 を呈 示 し た 。TABLE 　8 に 示 し た と

お り，40 代 とい う年代 は ，そ れ 自体 プ ロ セ ス の 途上 に あ

り， 本研究 の 被調査者がすべ て ，最終段階の 「自我同
一

性 再 確定期 」 に 達 し て い た わ け で は ない 。 ライ フ サ イ ク

ル の 中で 現在 （中年期） は ， 流動的な プ ロ セ ス の 中途 で

あ る と い う意識 は，多 くの 被調査者 〔54・5％ 〉 に よ っ て

報告 され て い た 。

　Mahler （1975）は，生後 6 か 月か ら 3 歳 ま で の 乳 幼児期

を 「分離一個体化 」 の 時期 と し，そ の プ ロ セ ス は 4 つ の

下位段階 か らな る こ と を示 して い る 。 また ， Bios（ユ967）

や Brandt （1977）に よ る と，青年期 の 自我 同
一

性 発達 の

プ ロ セ ス に は，そ れ に 非常 に 類似 し た 特徴 が見られ る d

　TABLE 　9 に 示 した とお り， こ れ らの 乳幼児期，青年期

に 共通 の 特徴は ，中年期 の 自我同
一

性 再 俸制化の プ V セ

ス に お い て も同様 に 見出 され た ．す なわ ち ，   こ の プ ロ

セ ス は ， 体力 の 衰 え をは じ め と す る身 体感覚 の 変化 の 認

識が 契機 と な っ て い る 。  そ の 次 の 段 階 と し て ，自分 の

問 い 直 し が 行 わ れ ，将来へ 向け て の 再方 向づ けが試 み ら

れ る 模索期があ る。  子 供の 自立や親 ，友人 の 死 な ど，

多 くの 対象関係に 変化が お こ る 。   こ れ らの 変化 に 応 じ

た軌道修 正 の 結果 ， 再び安定 した 自我同
一

性が確立 され
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TABLE 　8 中年 期 の 自我 同一性再体制化 の プ ロ セ ス と そ の 事例

禦
内　　 容

　　　 1積 極 的 自己受容 型
喀
丶

事例 16
　 　 　 〜48才，男性，高校教師ノ

事 例 ・1 （獄 難 鶚）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　”L

・体 力 の 衰 え ，健 康 へ の 関心 の 増 加 t ：・・
健原 ‘こ 自信 が な くな っ た 。、

関 心 の せ ば ま りな ど ，否 定的 な変化 i・「
予供が 大 きくな ワ，よ うや く自分

を体験・　 　 　 　 　 　 1 を ふ 腿 る 醐 が もて る よ うに な っ

事 例 ・ G，至雛 ，騾 良）
身 体感 覚 の 変 化の 認

識 に と もな う危機 期 1

〔：難韈藤：韈 套灘 解騰 驪 驫 萋麟 、ご磊徽 灘 ダ
否定的変化の 体験 と精神的不安 定期 が

重 な っ て い る。

IIl 臼分 璽再 吟 味 と再 方 　
厂
過 去 の 自分 の 環境．育 ち．性 格 など

　 …向 づ け へ の 模 索期 　
．
が しき りに 気 に な った。」と，自分 の 半

…〔騫糊
蝉 しef ” °

　 i　　　　　　　　　　　　　　　　 I

　旨　 　 　 　 …

と もな い ，自己 に 対 す る意 識 が 増加．

　・体 力，バ イ タ リテ ィの 低 下。
　・仕 事，能 力で の 限 界感。
1
・時 間 的 展望 の 逆転。

一
π6才嫌 一

．．

F 時，こ れ まで は 夫の 看 病 と育児 し か な 1
；か った 。何の た め に 生 まれ て きた の か …

わか ちない よ うな気が した。」　　　　 ！

　 「イ可か 自分 に で き る こ 辷は ない か とさ 1

が して い るが ，まだ ．見 っ か らな い J

空 齢 ，鰍 感 が 強 く．人生 後糊 の i
i生 き方 を模 索 しつ つ も，ま だ ，は っ き 1

1り と した 方 向っ け が 得 られ て い な い 。

あ ま り成果 が なか った と い う思 い ，空

虚 感 が強 い 。将 来の 再 方向ヴ け を考え

るに は ，手 っ て い な い 。

　 　

III …軌道 修正
・軌道

…転 換期

…〔：簸難蠶：

「職業や 生 盾様式 をか え る 気 は な い が

．

価値観 が 大 き くか わ っ たe そ の 頃 か ら

自分 をみ っ め る た め に ，カ ウ ン セ リン

グや禅 に 関 心 を もち始 め た。」

「45才 をす ぎ て ，自分 を肯 定 的 に 見 ち

鰾塩1こ靂薦筋廊鯛難1
巒 した よ うな勲 す る調 囲 の も釧
も肯 定的 に 見 られ る よ うに な り，対 人 1
関係 も協謂 的 に なった e 」　　　　　　　　　　　　　 一一．「

　　　　　　　　 i 「40代 に 新 し く始 め た こ と （カ ゥ ン セ 1自我 同 一
性 再 確 定期

鵬 総
肯 ’主

隠 禦 鷲禦轟髄
な ’

て

．一一一＿ ＿ ＿L − 一一 一．．

「　 」 内は ，被 調 査者 の 菖葉 をそ の ま ま 褐 載 し た 卩
＊　TABLE ユ0 参照。

る こ と， で あ る 。 こ れ ら の 結果は ， 中年期は，乳幼児

期 ， 青年期 と並 ん で ， ラ イ フ サ イ ク ル の 中 で 重 要 な 発 達

的危機期で あ り，こ の 転換期 は ， 自我同
一

性 の 真 の 確立

や成熟 に 大きな 影響を及 ぼす こ と を示唆す る もの で あ る

と考 えられ る 。 しか し なが ら，こ の 自我同
一性再体制化

の プ ロ セ ス は ，研究対象者数と し て は 比較的少数 の 22名

の 事例 か ら見 出 され た 結呆 を 1 つ の モ デ ル と し て 仮説的

に 提示 し た もの で あ る 。こ の プ ロ セ ス の
一般性，普遍性

お よ び，各段 階 の 特徴 に つ い て の 検討 は ，今後 に 残さ れ

た 課題 で あ る 。

　   中年期の 自我同一性ス テイタ ス

　（／）  で 述 べ た特徴 は ，本研 究 の 被 調 査者 に ほ ぼ共通 し

て 見 られ た 基本的特徴 で あ っ た が ，個 々 の 被調査者 の 状

態 像 に は，か な りの 相違が見 られ た 。そ れ ら の 相違 は ，

（工）で 報告 し た 中年期 め心 理 的変 化 を被調 査 者 が ど の 程度，

主体的に うけ と め て い る か ，お よ び  で 述 べ た 自我 同
一

性再体制化 の プ ロ セ ス の どの 段階 に あ る か に 応 じ て い た 。
　．

Marcia （1964）は ， 青年期 の 大学生 を対象 に ，   crisis

（意志決 定 期聞） と  c ・ mmitment （積 趣 的 開 与 〉の 有無

に よ っ て ，同・・．性 達成 （Identity　 Achiever ）， モ ラ トリ

ァ ム （Moratorium ），早 期完了 （Foreclosure）． 同
一

性

拡散 （ldentity　Diffusion）とい う 4 つ の 同 一性 ス テ イ タ

ス を定義 して い る。FIG．1 は，　 Marcia の 同
一

性 ス テ イ

タ ス 論 を参考 に，成 人 期 に み られ る危機期 に，各 々 の ス

テ イ タ ス が た ど る 同
一

性再体制化 の プ ロ セ ス を仮 定し た

もの で あ る 。成人 期の 同 一性 ス テ イ タ ス は ，そ れ ぞ れ の

時 期 に遭遇す る で きご と （「危 機 の 基 盤 と な る 事象 」）を

どう認知 し ， それ を ど う解決す る か の 連続に よ っ て 定 め

られ る と思 わ れ る e

　そ こ で ，本研究 で は ， 被調査者 に よ っ て 報告され た 中

年期の 変化過程 を，  危機 （心 身 の 感覚 の 変化 〉の 体験．

  自分 の 問 い 直 し と再方向 づ けへ の 模索 ，   危機の 解決

（軌道 修 正
・転 換 ），  危機 の 解決後 の 安定 （現在 の 生 活

へ の 積 紜的 関 与 ），の 有無 の 4 つ の 観点 か ら分析 し た 。

こ れ ら   〜  は ，そ れ ぞ れ｛2）で 述 べ た 同
一

性 再 体制化 の

プ ロ セ ス の ca　1 〜4 段階 に 対応 し て い る 。 ま た ，   は

Marcia の c 「isis，（塗は ，　 commitment に 対応す る と考

えられ る eTABLE
　 10 は ，こ の 分析 の 結果，分類 され た
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TABIE 　9　ラ イ フ サ イ ク ル に お け る 3 つ の 発達的危機期 の

　 　 　 　 　 プ ロ セ ス

  ．
・レ 幼 殲

ブ

艶 飜；
s ’

青　年　期 中　 年 　期

丁亠

● 分 侘 期

（Differen巨 a 亡 ioa ）

・自分 で な い もの

（m し r冂 e ｝の 言君識

・自ftの 身 体 へ の

気 づ
「
き

B

囎 ・1L 一竺 窒一．．
■ 身 ＃ の 変化 の 認 議 1■身 体 感覚 の 変 化 の

・第 1 次 ・
第 2 次性 …

徴 の 発税

〔了
．
供 の 体 か ら大 人；

の 体 へ の 変化 1

認讖
・
体 力の 衰え

・
体調

の 変 化の 認．識
・閑経
・バ イ タ リテ ィ の 褒

えの 認 識

暉 練習 麹

（Pree しicing ！

■モ ラ ト リア ム

　
ヨ・

母 綴 を情 緒 的 ホ ー
II
　 3　 ム ベ ー

ス と して母

　 3　子 の 物理 的 分離

　 …．自律 態の 噌 大 　　　試 み
　 ．L

■ 自分 の 再 吟 味 と再
・
自分 の 役割 の 試み i　 方向 づ け へ の 模索

・
社会 の 中 へ の 自到 ・蛎 あ糟 へ 繝

の 位 置づ けの 試み 　 　い 直 し

・将 釆 展望 の 確立 の 1 ’将 来 へ の 再方向づ

けの 試 み 。

m

1

…・ Ll．｛近期

1 （R ・ ppr 、〕achme ， t》

1・分 離 不 妥の 麝加　
卜 毋 親 との 親 密 さの ：

　 欲 求

　・母親 との 最 遥i距 離 ：

　 を つ か む こ とに よ

i　 っ て 解 洗

璽 自分 と対 象と の 関 1■ 軌道 修正 ・
軌 道転

係 の 変化
・親 か ら の 独 立

・社 会 へ の 位置づ け

　と社 会 か ら の 承 認 ．
の 撥得

・能 動 的 な活 動が 可

能 な適切 な対象 関

係 の 獲得

換 〔自分 と 対 象 と

の 関 係 の 変 化 ）

。
子 供の 独 立 に よる

親の 自立

。社会 との 関 係，親

や 友人の 死，役割

喪 失 ・
対 象 喪失な

ど の 変化 に 対 して ．
適 応 的 な関 係 の再

獲 得

IV

　　　　　　　　 　
’

黠鶚
磁 ity鯉 我 同

一
性 璽

・
邑 自鯛 一性礪 確i

　　　　　　　一 ■一 一 ■一

各 々 の タ イ プ ＊ 林 ＊ ＊

の 特徴 を示 した もの で あ る 。

　こ れ らの うち， 同
一

性達成群に 属す る 再生同
一・・

性達成

型 ，積極的 自己受容型，安定 マ イ ペ ー
ス 型 の 人 々 は ，同

一
性再体制化が完了 し て お り，最も成熟 した同

一
性 を備

え て い る と考え られ る 。
TABLE 　10 に 示 した よ うに，再

生 同 一
性達 成型 と 積極的 自己受容型に 分類 され た事例，

す な わち， 中年期 に 自我 同一
性 の 再体制化が．顕著 に行わ

れ，自我 同一性 が 再確立 され た 事例 は，6 事例 見 られ た 。

こ れ は．（1）− 3）で 述 べ た よ うに ， 被調査者全体 の 27・3％

に あ た り，ま た，同
一

性再体制化の プ ロ セ ス が 完 了 し た

同
一

性達成群 の 54．　5％ を 占め て い る 。こ の ．結果 に よ れ ば，

中年期 は 自我 同一性 の 再 俸制化が行 わ れやす い 時期 で あ

る と推測 され る 。

　 し か し な が ら ド
ー
方）1：1｝で 述 べ た 中年期の 心 身の 変化

に と もな う不安定感 をそ れ ほ ど深 く体験 せ ず，か な P う

ま くそ れ らの 変化に 適．応 し て い っ た人 々 （安 定 マ イ ベ ー

ス 型 ）が，本研究 の 被調 査者 の 中で は 最 も多 く見 られ た

・
最 初 の 同

一
隹 の 感

覚 を 癈得

（22．7％ ）。 また ，一般的 に もこ うい う人 々 は か な り多い

の で は な い か と予 測 され る 。こ の タイ プの 人 々 は ，中年

期 の 心 身 の 変化 をそ れ ほ ど大きな危機 と は 体験 せ ず，従

っ て ，自分 の 再吟味 や 将来 の 再方向 づ け，軌道修 正 もそ

れ ほ ど苦労 な く行 っ て ， 同
一

性 再 体制 化 プ ロ セ ス の 各段

階 を通過 し て い っ た人 々 で あ ろ う 。 中年期 に 見 られ る 同

一
性 ス テ イ タ ス とそ の 状態像の 特徴や

…
般性 に つ い て

は ，自我 同 一性 の 再体制化が ど の 程度 ， 中年期 の
一
般 的

な 現象 で あ る の か と い う問題 と も関連 し て，今後，さら

に 検討 を加 え て い か ね ば な らな い 。

　本研究 は ，成人期の 心理
・
祉会的発達 に関す る基礎研

究 と して 行 わ れ た もの で あ る。本研究 に よ っ て ，中年期

は ，心 身に さ ま ざ ま な変化が見 られ ，こ の 変化 が 自我 同
一

性 の 再吟味 を促す こ と ， ま た，中年期は 自我同
一

性 の

再体制化 が行 b れ や す い R寺期 で あ る こ と が 示 唆 され た ，
こ れ らの 結 果 は ，自我同

一
性 は成人期に お い て 決 し て 固

定 した もの で は な く， さ ら に 展 開 し ， 成熟 し て い くも の

で あ る こ と を示 して い る。成 人 期 に お い て も，同一性再

体制化の プ ロ セ ス が完了す る毎 に，個 々 人 の 自我同
一

性

は 成熟 し て い くで あ ろ う と考 え られ る 。

　 し か し な が ら，こ れ ま で 述 べ て きた本研究 の 結果 は ，

22名 の 被調査者 か ら導き出され た結果 を 1 つ の モ デル と

し て 提 示 し た もの で あ り， こ れ らは 未 だ仮説 の 段階 で あ

る 。今後，よ P多くの 人 々 を対象 に，特 に 以 下 の 点 に つ

＊林 林 こ れ ら の タ イ プ の 分 類 は，筆 者 が 行 っ tt後，他 の

　　 評 定 者 に 検 討 を依 頼 し た。タ イ プ の 分 類 ，お よ び

　　 命名 に つ い て は，討 議 の 結
’
果 ，多少修 正 し た。

危機 の 基盤 とな る 事象

個々 人の 認 知

脆機」と認知する 厂
危機亅 と認知 しない

　　　モ ラ トリァム

危機の解決　　 危機の 未解決 否認　 開題としない

同
一

性達成 　 モラ P 丿アム 鴇 完丁 同
一』
件拡散　　　早期完丁　　同

一辱
性 拡散

画 姻 「鞦 溜鴇驟
　　　　　　　！機 曝 中 洗

　　　　　　　　　　　　 中途半ぽ

　　　　　　　　　　　　 な解決。

Poskri曲
以∬顧 Gn

「
危機 」に

関 与しな
い 畳

〔F照 1・祠 Preく酒齢

D臨 i帆
無 関 心
「
危機」に

関 与 しな

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 なりゆ き

　　
O
　　　　　　　　　U 　　まか せ 。

再生同
一
性達成型 　　　　　軌 道 内安 定

黄豚的自己受容型　　 o 　　　志 向型 　　　o
安定マ イベ ース 型　膜索最中型　停 滞妥臨型 不 安 防衛 型

」 

　 u
現 実 逃 避型

FIG ．1 各 ス テ イ タ ス の 自我同
一

性再体制化 の プ P セ ス
＊

＊ Whitbourne （1979） の 仮 説 を筆者の 研究に も とつ い て 再 構

成 し た。
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TABLE 　10 中年期 の 同一性 ス テ イ タス と そ の状態像

到ス 1
　 ，1
　 ア 」一＿．
・
イ：

性刻
　1

撒arcl ヨの 定 義 本　　研　 　究

（青 年期 を対 象 ）

　 ，　 「　 　 　 ．cemmlt ．
crIS 正S
　 　 　 　 　 ment

『一一．
f
． ρ．定　 義

…，。驫 。．。藤 臨、轟。、

1

同

性 で に …し て い る

　 　 経験 した 1

達

塑 響 割醐 …

噌一です

　 　 　 　 　 入

タ イ プ
　 　 　 　 　 数 ．

状

1

態

体験 した 11

すで に 　　 …すで に

　 体験 した ．
　 して い る

［　 i
l　　　 i
I　　　　 I

3　　 1
1　　　　　　　　　i

i　　　　　　　 i

像

して い る

再生 同
．・
性

榔 毫的f　 　 　 　 　
I3

　 自己受容

　
．
「ψ年期 に急激な否定的 変化 を体験 し，それ を契機に 本当の 自

　 ；分の 生 き方 を問い 直 し，新 しい 同
一
佐 を獲得 し たタ イブ。新

3　1Lい 同
一

性の 漫得に よっ て生活様式や社会的役罰に 大きな変

　 …化がみ られ，中年期以 前に比べ て より深い 自己安定感・肯定

　 ：盛が 得 られた ｛TABLE 　5．参照〕。　　　　　　　　　 ’．．一　ト．　．　．　　’　　　　 一一
i否定的変化は体験されてい るが ，中年期に精神的安定簒が噌

iした こ とが 顕蒋 に 自覚 され，肯定的側面での 変化が著 しい タ

儲 ア 。生 活様式や社 会的役割で の 変化はな い が，中年期に 価

1値榎や 自分 に対 する見方の 転換が あ り，内的に は，再生同
一

…性達成型 と考え られる9

成

一
i
万；班在経験中

：

．早

　 　経験

完
して い な い

「
」

聡 すで ・

緩
後．鰍 た i

散 ｛　 　　
岡 危 ．
　
．
釐 経 験

性 目
lj

拡 　；して い ない
1

竺　　一一

厂ぴ定安

ス
一ペイマ

　して い る

i
：

…

　　　 ．一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

欝 一
ll

一 艦 …・て・

轡 顳
　　 　　 　 I　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 I　　 　　 I　　 　　 l
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I　　　　　　　　　　　畠
　　　　　 I

　　　　　 i

　　　　　l
　　　　　iあ い まい iあい まい

　　　　　　で あ る　　 1 で あ る　　　で あ る　　 I　　　　　 E

　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　l　　　 ｛
　　　　　　　　　　　

．
　　　　 1　　　　 3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．

、 …

…

臨 i、 灘 鱗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　　　　　 ・あい まい 　　してい る　 1　　　　　 ｝　　！で あ るか 、あい まい に す　　　　　　　　　　　　　　　　．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

　　　　　　　　　　　　　　　　 ：停滞
・
妥協

戸
2

　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　　　自分の再吟味 と再方向つ

　　 てい る ク イプ。子 供の 独

　　 iや空虚慈が 強 く，人生俵

　　亅は っ 討 とした方向づ け

　　　　　　　　一．
，　　 ．舌定的変 化は意識 して い　　．
　 　 ぽ で い い 」 とい う気 もち
i
　 防 る。したが っ て ，自分

　　ゆ 方向づ け も消勘 で あ

1
陪

て い な」’

i
…

す

藤、。 に叢
／

i・ ・一

　　　　　比 てい な い …　　　　　．

　　　　　　　　　．

してい ない
；

　　　　　不 安 防 衛 lz
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 …

　　　　 …　　　　 i

旨
中年期 に 入 り，否 定的変

安 ・空虚 感が 強 く，内的

や無 力感 が強 く，社会 的

で ある。

…
して い ない

1

　 　 　 　 　 　 　 　 　
．．．
1
層．

1 奪劉 欝 i・ ・

判　　　　　　　　　　　　　　　　．

　 　 　 　 　 ．　 　 　 　 　 i

してい ない 　
．
　現 実逃避　i　廴

　　　　　　　　　　1

中年期 の 否定的 変化に 対

自分の 間い 直 しにむすび

「握に も歪曲が み られ，現

：否定的変化に よる危機 と，それに ともなう日分の 問い 直 しや

｛将来の 再 方向づ けの 時期 を経験 して い るが ，青年竊に殘得さ．
れた同

一
性が．その まま中年期 の 同

一
性 と して うけ 入 れ らtL

て い る．上記の 2 ク イプ ほ ど大 きな変化は み らttない 。
自分の再吟味 と再方向づ け へ の 模索期の 現象が ，強 く現 わ tt
てい る ク イプ。子 供の 独 立な どに よ る

「
つ とめ を終 え た感 し」

iや空虚慈が 強 く，人生俵半期の 生 き方を模索し つ つ も，未だ

1舌 冠的変化 は様 々 な面で感 じて い るが 1 受動的に うけ とめ て

お り．自分 の問 い 直 しが 少な  
  内的 には 安定 して お り，現

堪 の 生活 へ もコ ミ・ソ トして い るが，将来の 方向づ けは妥協的

舌定的変 化は意識 して い るが，中年期 にλ っ て ．「もうこ の ま

・まで い い 」 とい う気 もちが 強 く，消極性 ・停滞感が特徴 的で

防 る。したが って ，自分の 問い 直 しは あい まい で あ り、将 来

中年期 に 入 り，否 定的変化 の認 識 と と もに ，精 神的 動揺 や不

安 ・空虚 感が 強 く，内的な危機が大 きい タ イプ。外的1．1迫 慈

や無 力感 が強 く．社会 的な適応 は，一応で きて い る が 陟 衛的

中年期 の 古定的 変化に 対 して無 関心 や否認が め だ ち ，こ れが ，
自分の 間い 直 しにむすび つ い て い ない 。現在の 白分 の 状 況把

握に も歪曲が み られ，現実逃選的，か なり不適 応的である。

い て 考察 ， 検討 を深 め て い く必要があ る と思わ れ る。

　ま ず第 1 に ，中年期 の 同一一性再 体制化 は ，社 会 的 階

層，知的文 化的水準，心身の 健康度等 に か か わ らず，ど

の 程 度 の
一

般性，普遍性 をも っ た 現象 で あ る の か と い う

悶題 で あ る 。 本研 究 の 被調査者は ，適応度や安定度が比

較的 高 く，ま た 高 い 同
一

性 ス テ イ タ ス に分類 され た 人 々

が 多 か っ た が，こ れ は ，精神的，身体的 に 健 康 で 知的水

準の 高い 職業群に 属す る 人 々 を調査対象 と した た め で あ

る と思 わ れ る 。本 研究 の 対象者 は ，教師 が 男性対象者の

50％ を占め て い た が，他の 職業群や 女性 を 対象 に し た

研究 も重要 で あ ろ う。ま た，本研究 に よ っ て 見出 された

ライ フ サ イ ク ル に お け る 3 つ の 発 達的危機期 の 類 似 点

（TABLE 　9）に 関 し て もさ ら に検討 を加 え る こ と が必 要 で

J 　　　J　　　’
め う つ 。

　 本研究 は ， 質 問紙 に よ る 同
一

性研究 と 同様 に ， 自我同

一
性 の 意識 され て い る 側面 に 焦点化 し て 行 わ れ た 。 面接

と い う手 法 を用 い た た め ，多 くの 質 問 紙 調 査 よ ） も そ れ

らの 意識内容は 深 く把握 で き，意識変化の プ ロ セ ス もか

な ！ HA確化 され た。し か し，こ れ らは 自我同
一

性 の
一

側

而 に す ぎな い 。 自我同
一

性 の 再体制化 に つ い て は ， さ ま

ざまな角度 か ら， 今後 もさらに 考察を深 め て い か ね ば な

ら な い 。

　第 2 に，中年期 に 顕著 に 同
一

性再体制化が行 わ れ た 事

例 と，そ の 他 の 事例 の 相違点や 関 連性 の 考察 も重要 な 課

題 で あ ろ う。再性同
一性達成型，積極的 自己 受容型に代

表 され る よ うに ， 中年 期 に 顕著 な 自我同
一

性 の 再確立が

認 め られ た 事例 ， 安定 マ イ ペ ース 型 の よ うに 比 較 的徐々

に 中年期の 変化 に適応 し，自我同
一性に そ れ ほ ど大き な

変化 が見 られ な か っ た事例，ま た，不安防衛型，現実逃

避型の よ うに ，再体制化 プ ロ セ ス の 第 1 段階の 不安定期

に 長 くと ど ま リ，再 体制化 が進 ま ない 事例 の 相違 は ， ど

うい う要因 に よ る の で あ ろ うか 。

　本研究に よ れ ば，再 生 同
一性達成型は ，青年期の 自我

同
一

性 ス テ イ タ ス は ，早 期完 了 型 に 近 い こ とが 予 測 され

一 33 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Educational Psychology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　of 　Eduoational 　Psyohology

306 教 育 心 理 学 研 究 　第33巻　第 4 号

て い る 。ま た，積極的 自己受容型 の 青年期 の 同
一

性は ，

内面的に は モ ラ ト リ ア ム 的 な
一

面 を残 して い た こ とが推

測 され る 。こ の よ うに ，中年期 の 自我同一性 を考 察す る

に は ， そ れ 以前 の 同
一

性の 確立 ，展開 の プ ロ セ ス を縦断

的に検討 し て い く視点が必要 で あ ろ う。

　最後 に ，「発達的危機」 の 概念に つ い て 述 べ て お き た

い 。 発達 は ， こ れまで ， た だ前向きの もの と し て と ら え

て い た が，Erikson （玉950）lt，退行的要素 と 病理 的方向

へ の 動 きをも含 め て考 え られ る こ と を示 唆 して 「危機」

と呼ぴ，成人期 に も，それぞれ の 時期に問題 と な りや す

い 心 理 ・社会的課題に と もなう危機があ る と し た （lnti−

macy 　crisis
，　Generativjty　crisis，　Integrity　crisis）。

Erikson に よ れ ば ， 自我同
一

性 の 危機 そ の もの は ，青年

後期 の 問題 で あ る。そ れ に対 して ，自我同
一

性 の 危機は

青年期 の み に と ど ま らず，成人期に も存在 する と い う視

点 が本 研 究 の 基 礎 と な っ て い る 。中年期 に 顕在化 し やす

い 危機 は ， 生産性 ・生殖性 の危機 で あ る が，本研 究 に よ

れ ば，生産性 に お け る 限 界 感 の 認 識 は ．自分 の 再 吟味 の

契機と な ！’自我同
一

性 の 再体 制化 を促す も の で あ っ

た 。こ の 結果 は ，青年期 に 獲得 され た 自我同
一

性 （特 に ，

不 十 分 に し か 確 立 さ れ て い な い 自我 同
一

性 ）は，以後の

成 人期 に よ 1十分 に確立 され直す こ とが求め られ る こ と

を示 し て い る と考え られ る 。

　 ま た，Marcia の 同
一

性 ス テ イ タ ス は ， 青年期 を対象 に

定義され た もの で あ る が ， 同様 の 臨床的特質 をもつ ス テ

イ タ ス は ，本研究 の 中年期 の 被 調 査者に も見 出 され た 。

こ れ ら の 同一性 ス テ イ タ ス や同
一

性再体制化 の プ ロ セ ス

は，成人 期の さ ま ざま な 「危機期」 に 共通 に 見 られ る も

の で あ ろ うか 。ま た ， 成人期 の 同
一
性再体制化の プ ・ セ

ス を促進 し，同
一

性 ス テ イ タス を決定す る 条件 や 要因 ，

す な わ ち，自我 同
一

性 の 成熟を促す条件 や 要因 は ど うい

うもの で あ ろ うか 。 こ れ らは ， 成人期 の 発達 を考察す る

上 で ，今後 に 残 され た 重要 な課題 で あ る と思 わ れ る 。
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